
友愛・協同セミナー２０２１ 第５回案内 

日時：１１月 １３日（土）１３：３０～１６：３０ 
会場：生協生活文化会館（２階・会議室１）・オンライン併用 

「友愛・協同研究会」が 2020 年５月に発刊した「友愛・協同論」を素材に 

「友愛・協同」について語り合う連続セミナーです（裏面参照）。 

参加費 ：無料   

   ●参加申し込み ※学習会に関わる連絡のために活用します。 

氏名(必須) 

 

所属(必須)  参加方法（必須） 

オンライン・会場 

住所（市町村名） 

 

メールアドレス(必須)    

 オンライン（zoomＩＤ）をメールします 

右の QRコードからお申し込みください。 

こちらからもお申し込みいただけます。↓ 

https://docs.google.com/forms/d/1fYVHUF2DbN5ZSo7hoddjz3NY6ShjYOOCmI3j1zPXZVk/edit 

地域と協同の研究センター  電 話 ０５２－７８１－８２８０ 

ＦＡＸ ０５２－７８１－８３１５ 

メール AEL03416＠nifty.com 

⑤友愛原理と協同組合 ～未来社会にむけて 

 田中義一 価値観の転換へ～研究ノートのためのメモ（趣旨紹介）         

芸術文化の世界に身をおき、各地の芸術家とも厚誼を重ねてきた執筆者（故人）が、消費社会

論批判から、まちなかで仕掛けた表現祭などの体験、江戸期の農民が大地に生きる協同の姿を描

いた芝居など多様な取り組みを通し、芸術文化の基礎にある生活文化の大切さについて語ります。                                    

 超少子高齢社会の高齢者福祉を考える～あとがきに代えて                      

家族の介護体験を研究者と生活者の複眼で追いながら、A.マーシャルから J.ロールズ、A.

センなどの福祉経済思想に目配せし、家族と社会と制度の相互補完の先に well being 社会に

向かう歩みを伝える第五章。研究会の発起者として本書全体の解題をおこない、残された課

題に言及し､この探究には終わりがないことを示唆する「あとがきに代えて」。 

（続刊）ヒト・人間社会と友愛原理・未来社会づくりへの一試論     

生活協同組合は行き詰まった「現代社会」の未来をどのように切り拓くのか。 

個々人の心がつくりだした理念が社会維持の基本要素であり、自由、友愛、平等の３者の

総合ないしは調和が人間社会を安定させる。本書は、この３者の導出されてきた経緯、それ

をめぐる社会の諸動向がつくりだした社会、端的には将来の資本主義社会のありようをどう

するかを読者に問うている。著者自身の描く未来社会のイメージの中心軸は、労働と消費を

循環して適切な生活を保障する経済の構築と、そこでの協同の役割である。 

https://docs.google.com/forms/d/1fYVHUF2DbN5ZSo7hoddjz3NY6ShjYOOCmI3j1zPXZVk/edit
mailto:AEL03416@nifty.com


2021 年度「友愛・協同」連続セミナー（日程） 
「友愛協同論」を素材に友愛と協同について語り合います。 

各章執筆者が報告し、参加者で自由に感想や想い、関心事を話しあいます。 

 

第一回  ７月３１日（土）１３：３０～１６：３０ 

❶友愛思想と現代社会・変革への展望 

 橋本吉広 序  章 友愛・協同の原理と現代社会 

 向井 忍 第二章 労働・社会・文化の変革と自由・平等・友愛の一体的復権 

第二回  ８月２１日（土） １３：３０～１６：３０ 

❷友愛思想と協同組合のアイデンティティ 

 向井 忍 第一章 協同組合のアイデンティティと地域・社会の持続可能性 

熊崎辰広 第三章 相互扶助の系譜と協同組合 

～法制化と「小さな協同」のアウトライン 

第三回  ９月 ４日（土） １３：３０～１６：３０ 

❸友愛・協同と介護・福祉・医療 

 斎藤啓冶 第六章 「ひなたぼっこ」と地域共生社会 

～友愛と協同を育む介護現場の力～ 

仲田伸輝 第七章 南医療生活協同組合における多様な組合員活動の意味探し 

第四回 １０月 ９日（土） １３：３０～１６：３０ 

❹友愛文化と生活協同組合運動〜持続可能な地域づくり 

 田辺凖也 第四章 老いのいきがい、と〔生活協同組合運動の思い出〕 

 八木憲一郎 第八章 友愛・協同のまちづくりを願って 

～奥三河、山の湊しんしろからの発信～ 

第五回 １１月１３日（土） １３：３０～１６：３０ 

⑤友愛原理と協同組合 ～未来社会にむけて 

田中義一 第十章 価値観の転換へ～研究ノートのためのメモ） ※趣旨 

野原敏雄 第五章 超少子高齢社会の高齢者福祉を考える 妻の介護経験をふまえて 

 野原敏雄 終 章 あとがきに代えて 

15 名参加！ 

23 名参加！ 

20 名参加！ 

３0 名参加！ 


